






The Comparison of the Electric Vehicle Production System between Japan and China
－Case Studies fromJapanandChina –
-
Hideo Kobayashi
In this paper, I would like to analyze the Electric Vehicle (EV) production systems between Japan and China. In
cases of Japan, the Japanese EV production has been occupied by not only the multi- corporations such as Toyota
Motor, Honda Motor, Nissan Motor, and so on but also the very small and medium size companies, which have the
capability to build small EV cars for specific niche markets such as the vehicle markets for handicapped/ or elderly
persons. However, in cases of China, the EV production is completely different. In the Chinese small and medium
size enterprise’ production, the EV companies do not have their production lines. They purchase automobile parts
from neighborhood part markets and use those parts to assemble the cars. Currently those Chinese EV
manufacturers are actively exporting their cars to the world market including Japan.
In this paper, I conducted the research to make a comparison between Japanese and Chinese markets. In my
perspective, Chinese cars have the potential to grow and maybe in the 21st century they have a huge possibility to


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































払い（Delivery on １００% cash payment方式）を採用しており、買手が前金を支払ってから生産を開始し、出荷
する方法を採用している。
第四節 Ｓ有限公司の電気自動車生産システム
会社概況
創立は２００７年である。総経理の張海波と工場長の王大仏は共に済南に拠点をもつオートバイメーカー済南軽
騎の出身だが、２００７年にそこから独立し会社を興した。設立後２年しか経過しておらず、その歴史は短い。当
初は済南市暦下区でスタートしている。最初は電動バイクの生産を行っていたが、同時に電動４輪車の開発に着手
していた。開発や認証取得の早さから判断すると２人はオートバイメーカーの済南軽騎に在籍中に独立の準備をし
ていたものと想像される。０９年４月に済南高新開発区に移転すると同時に増資した。２００９年６月までは電動
バイクの生産を行っていたが、６月で電動オートバイの生産は打ち切り７月からは電動４輪車の生産を開始した。
オーダーメイドで生産しており、受注は７月は２台、８月も２台だったが、９月には３０台まで増加した。したが
って、４輪電動車の生産という点では、いまスタートしたばかりという段階である。今年度中には済南の輸出加工
区に移り、設備を一新、人員を増加して本格的稼動に入るという。
早稲田大学日本自動車部品産業研究所紀要 NO．3（2009 年上期）
- 24 -
会社現況
現在の資本金は１０００万元（１億３０００万円）。経営に関して出資者から厳しい注文が出されるので、その
対応が大変だと総経理は嘆く。総経理の張は山東大学出身で、精華大学の修士を卒業している。現在精華大学博士
課程に在籍して、同大学との電気自動車開発に関する協同プロジェクトに従事している。彼が会社の経営事項に関
しては絶対的権限を有している。彼のもとで経理・人事を担当しているのが経理の馬で、工場全体の技術面は王が
見ているという。
工場は、道路に面した社屋とその奥に倉庫と作業場が連なり、部品会社から届けられた梱包部品は、作業場で開
封され、そこで組み立てられ、部品相互の不具合が調整される。そこで調整を終えた車が道路に面した社屋に移動
され、そこで艤装作業が行われる。社屋には、６月まで電気オートバイの生産に使用されていた２０メートルほど
の生産ラインが２本残されているが、現在は、そこを使って４輪車の艤装作業が行われている。
生産方法
この会社での自動車生産の方法は大別すると３種類に分けられる。
一つは完成車を購入して、これを電気自動車に改造することである。税法上から有利な電気自動車に改良する注
文は、この種の業界では多いという。二つは、完成車メーカーに特注してエンジンと燃料タンクを抜いて、その代
わりにバッテリー枠を設置した特注車を購入して、これに購入してきたモータ、バッテリーを設置して電気自動車
を作るケースである。三つは、部品市場で部品を購入してそれを組立てるという手法である。
第一、第二の方法は、基本的にはガソリン車の改造版を作ることである。その生産方法は、完成車を購入してき
てエンジンを電動機に変換する方法で電気自動車を生産している。したがって、工場内にプレス機や工作機械の列
を期待するとすれば、それは失望に終わるはずである。我々の自動車つくりのイメージとは全く異なる生産方法を
用いている。工場の１０メートルほどの生産ラインには台車が置かれ、その台車の上には購入してきた完成車が置
かれている。それをライン上でエンジン、フォイールタンクなどをはずし、外部から購入してきた電動機とバッテ
リー、電動機の電子式制御器を取り付け、後はそれに付随した計器類やワイヤーハーネスを取り替えれば完成とい
うことになる。したがって、在庫はゼロである。
第三の方法は、部品市場から各種部品を購入し、それを組立てて一個の電気自動車を生産する手法である。日本
では、アフターマーケット市場は発達していないが、中国ではこの種の市場が実によく発達している。済南にはこ
の手の市場が５箇所あり、内４箇所は一般の購買者にも開放された小売市場だが、残り１箇所はメーカー向け卸売
り市場だという。ここから部品を購入し、顧客のニーズに応じた車を組立てるのである。
部品の調達
この会社の第三の方法の場合には、内製品はなく、全て部品は、済南の部品市場から調達してくるのである。部
品は、１０００ｃｃ以下、１０００ｃｃから２０００ｃｃ、２０００ｃｃから３０００ｃｃ、３０００ｃｃ以上に
分かれた標準品になっている。この市場には、大企業に部品を納入しているＴｉｅｒ１企業から横流しされた部品
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もあれば、コピー部品もあるといった具合で千差万別である。したがって、安全基準も無ければ型式設定もない。
あるのは、価格との兼ね合いで市場へのニーズに応えるという基準だけである。S 有限公司の場合には、まずモノ
コック・ボディを購入する。一般にモノコックは前半と後半に分けられて売られており、購入者や顧客ニーズに合
わせて好みのものを購入する。前半と後半に分けてしまえば、もはや自動車部品ではない、というわけである。多
くの場合、市場にはモジュール業者がいて、この業者が顧客の注文に応じて市場で部品を取り揃えて注文者に一括
送りつけてくる。だから、ボディ、ドア、ルーフ、トランク・カバー、ランプ、ブレーキを含む車軸セットなどを
セットにして注文者の下に送りつけるのである。もっともキー部品のうちコントローラは済南市場から調達してい
るが、電動機とバッテリーは上海市場から購入している。バッテリーも品質にこだわらなければ済南市内の市場か
ら購入することもある。
開発
この企業は、大学関係機関と共同開発を実施している。バッテリーに関しては、精華大学自動車工程学部と協力
して同大学の燃料電池技術の産業化開発に協力している。これは、国家８６３プロジェクトの一環で実施している
ものである。また、モータに関しても強力なモータの開発を南京機電研究所と実施している。また変速システムに
関しては、自動変速機を自主開発することで、電力によるパワー不足を補い、急な坂も登坂することが可能となっ
てきている。さらにブレーキに関しても精華大学自動車研究センターとの共同開発で、ブレーキエネルギーを充電
する装置を開発している。
おわりに
以上、日中両国の電気自動車生産の事例研究を試みた。日本の場合にはトップ数社の電気化の動きを見ていれば
ある程度の方向性を感知することができるが、中国の場合にはそうしたことにはならない。前述したように中国で
は重層性をもった自動車・同部品市場の特徴を反映して、重層性を帯びた電気自動車生産が展開されている。もし、
日本の目線で、中国トップ１０社程度の動きを見るだけで、その基に裾野のように広がる中小零細企業の電気化の
動きを見落とすとすれば、それは大いなる誤謬だといわざるを得ない。本稿があえて日中両国の中小零細企業に焦
点をあてる理由もそこにある。
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